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安全・安心なまちづくりの推進に向けて
■安心見守り活動連携協議書調印式

　「安全・安心なまちづくりの推進に向けた安心

見守り活動連携協議書」の調印式が８月10日、市

役所榛原庁舎で行われ、戸
と

塚
づ か

浩
ひ ろ

之
ゆ き

牧之原警察署長、

板
い た

倉
く ら

元
はじめ

地区長会長、杉本市長が出席しました。

　この協議書の締結により、防犯に対する情報発

信体制の強化のほか、地域の防犯カメラや市民の

ドライブレコーダーなどを「安心見守りカメラ」

として活用し、有事の際には市民に画像の提供を

呼びかけるなど、地域住民・警察・市が一丸となっ

て防犯体制の向上を目指します。

調印式に臨んだ（写真左から）板倉地区長、杉本市長、戸塚署長

■自治総合センター　地域防災組織育成助成事業

　須々木区自主防災会では８月、宝くじの社会貢

献広報事業として一般財団法人自治総合センター

が行う「地域防災組織育成助成事業」を活用し、

消火活動で使用する資機材を整備しました。

　整備した資機材は、可搬ポンプ（Ｃ－１級）や

ポンプ用台車、吸管、管
かん

鎗
そう

、消防ホースです。

　この事業によって、自主防災会の充実や強化が

図られるとともに、整備した資機材は、災害時の

初期消火活動など、地域の安全安心を守るために

有効に活用されます。

宝くじ助成で消火活動の資機材整備

表彰状を手にする大石さん（中央）

豊富な経験で教育の振興に尽力
■全国市町村教育委員会連合会表彰

　前牧之原市教育委員の大
お お

石
い し

幸
ゆ き

雄
お

さん（静波区）

が、長年教育に尽力された功績が認められ、令和

３年度全国市町村教育委員会連合会表彰を受賞し

ました。

　大石さんは、15年にわたり牧之原市教育委員長

および教育長職務代理者などを務められました。

　８月19日、杉本市長と橋本教育長のもとに表敬

訪問に訪れた大石さんは「多くの皆さまの力添え

のもと、務めることができた」と感謝の言葉を述

べました。

フィリピンのゲーム「シパ」を体験する児童

■イングリッシュキャンプ

　「E
イ ン グ リ ッ シ ュ

nglish C
キ ャ ン プ

amp i
イ ン

n M
マ キ ノ ハ ラ

akinohara 2021」が８月４

日と５日の２日間、市史料館で開催され、市内小

学生35人が参加しました。

　児童は２日間を通して、英語を使いながらグ

ループ別に活動。１日目の「カントリーツアー」

では、ＡＬＴの出身国の文化やスポーツ、ゲーム

などについて学び、体験しました。また、グルー

プで話し合って「外国の人が喜ぶ牧之原市のツ

アープラン」を作り上げ、最後にそれぞれのプラ

ンを発表しました。

英語で話す楽しさを体感

ズームイン！
　カシャ！！

広報担当がどこにでも取材に行きます。
あなたの身近にあるホットで楽しい話題やイベントなどの情報をお待ち
しています。

情報交流課　☎0040　　seisaku@city.makinohara.shizuoka.jp

■東京2020パラリンピック聖火リレー採火式

　東京2020パラリンピック聖火リレーで使用され

る火の「採火式」が８月17日、市史料館前で執り

行われました。

　採火式では、相良油田（菅山区）で採油された

原油を使い、こづつみ作業所の利用者の皆さんが

火打石で着火させた火を、ランタンに灯しました。

　県内35市町でさまざまな方法で採火された火は、

この日のうちに「日本平夢テラス」に集められ、

聖火としてリレー形式で県内４市３区間を巡った

後、東京へ届けられました。

相良油田の原油、市民の希望の光に

児童館の職員と一緒に缶バッジを作る児童

■いこっとで缶バッチを作ろう

　児童館主催の「缶バッジ作り」が８月５日、図

書交流館いこっとで行われ、約20人の児童らが参

加しました。

　このイベントは、児童館事業の活動を広げる目

的で毎年開催されています。参加した子どもたち

は、用意された紙に思い思いの絵を描いて缶バッ

ジづくりを楽しみました。

　参加した児童は「好きなキャラクターのグッズ

を作れてうれしい。とても楽しかった。さっそく

カバンにつけたい」と笑顔で話しました。

世界に一つ！ 自分だけの缶バッジ

第五福竜丸事件について講話する河村さん

核兵器の恐ろしさを後世に伝える

　７月31日～８月10日に、第11回牧之原市平和

展が相良総合センターい～らで開催されました。

　これは、核兵器の怖ろしさや戦争の悲惨さを

伝え、世界の恒久平和を実現することを目的に、

毎年開催しているものです。

　８月９日には、映画上映と講話のイベントを

ホールで実施しました。

　上映された映画は、アメリカ人監督がビキ

ニ水爆・第五福竜丸被災事件について描いた

『西から昇った太陽』（2018年）です。講話では、

第五福竜丸元乗組員の大
お お

石
い し

又
ま た

七
し ち

さんの義妹であ

る河
か わ

村
む ら

惠
け い

子
こ

さん（市内在住）が『第五福竜丸事

件に思う』と題して、当時の様子や家族の思い

などを話しました。

■第11回牧之原市平和展

整備された可搬ポンプ

こづつみ作業所の利用者による着火
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